










































乗」の原本 写真を見 限り、荷風愛用の罫紙と『懐徳堂紀年』 罫紙とは、罫線の色が青（藍色） 、匡郭が四周双辺であるところが確かに同じで よく似てはいるのだが、細かく見ると違うところも 。　
先ず行数が違う。荷風愛用の罫紙は毎半葉十行、 『懐
徳堂紀年』は毎半葉九行である。また、荷風の罫紙は版心下部に 「○」 が印刷されてい が 『懐徳堂紀年』 は 「○」がなく、その位置には横線が二本ある。更に、 『懐徳堂紀年』の罫紙 は、左下の隅に「東京榛原製」と印刷されていたが、荷風 罫紙 「榛原製」 印刷され おり、 「東京」 文字が無い。　
加えて、写真を見ただけでは分からなかったのだが、
実は両者は大きさも違う。 「断腸亭日乗」の大きさは、晩年のものを除くほとんどの巻が一八．四×一二．九㎝で、これ 罫紙を二つ折りにして袋綴にした大きさであるから、用いられている罫紙は一八．四×二五 八㎝、つまりほぼＢ５と同じ大きさであ
る（２）
。これに対して『懐






















書を筆者に見せて下さった。 「明治四十四年」と記されたその社内文書に用いられていた罫紙は、毎半葉十一行のものであったが、やはり四周双辺で、さほど薄 はなく、大きさは『懐徳堂紀年』と同じであった。しかも罫紙の左下の隅に、 『懐徳堂紀年』の罫紙と同じく「東京榛原製」と印刷 れてい 。　
これを見た筆者は、木菟麻呂が『懐徳堂紀年』に用い


























な日記を記した。 『秋霧記』 （明治三十四年七月～） ・ 『鷦室記』 （大正四年一月～） ・ 『呉江日録』 （大正十年九月～） ・『弸中記』 （大正十四年四月～） ・ 『桜陵記』 （大正十五年七月～） ・ 『桜谷記』 （昭和七年十月～） ・ 『薜茘窩記』 （昭和十二年六月～） ・ 『後水哉館記』 （昭和十四年四月～）と
続く木菟麻呂の日記は、いずれも現在懐徳堂文庫に収蔵されている。 『懐徳堂紀年』を執筆した頃の木菟麻呂の日記は『秋霧記』であるが、残念ながら、榛原で罫紙を購入したことに関連する記述はない。　
経済的に恵まれた生活を送っていたわけではない木菟
麻呂が『秋霧 』を書き のに用いた紙は、罫線のない普通の半紙や、反故紙を切り貼りしたようなものがほとんどで、非常に質素である。その木菟麻呂が 財団法人懐徳堂記念会から特に依頼 受けて執筆 『懐徳堂紀年』 に、榛原製の罫紙を購入して用いたということは、木菟麻呂が『懐徳堂紀年』の体裁を可能な限り整えようとしたことを示していると考えられ
る（７）
。しかし、木菟麻














日乗」に用いられたのとほぼ同じＢ５サイズの「日乗箋（小）榛原製青色十行罫紙」 、 もう一つは、 Ｂ４サイズの 「日乗箋 （大）榛原製青色十行罫紙」である。






懐徳堂の再興―』 」 （ 『懐徳』第七九号所収、二〇一 年一月）による。
（７） 『秋霧記』によれば、木菟麻呂は脱稿した『懐徳堂紀年』を
製本に出し、また表具師吹埜に題簽を貼付させた上で、財団法人懐徳堂記念会に発送している。拙稿「 『秋霧記』に記された『懐徳堂紀年』の成立過程とその献上」 （ 「国語教育論叢」第一六号、二〇〇七 ）参照。
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